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山形大学では、
ユネスコの世界

文化遺産「ナス
カの地上絵」

に関する学際的
な共同研究を2

004年から取り
組んでいま

す。いつ、誰によ
って、何のため

に、どのような
方法で、地上

絵は制作された
のかという謎を

めぐって、様々
な説が主張

されてきました
。

今回の講演では
、これらの謎の解

明に、山形大学が
どのよう

な貢献をしてき
たのかについて

お話するととも
に、破壊の

危機に瀕してい
る地上絵を保護

するために、山
形大学が取

り組んでいるプ
ロジェクトを紹

介します。また
今後の研究

の展望について
も触れる予定で

す。
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卒
業
生
等
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

卒
業
生
等
の
た
め
の
平
成
29
年
度
特
別
講
演
会

1963年千葉市生まれ。1996年東京大学大学院総合文化研究科博士課程満期退学。
同年山形大学人文学部助教授、2009 年山形大学人文学部教授。2013 年同学部
附属ナスカ研究所副所長。現在、山形大学教授人文社会科学部。専門は文化人類学、
ア ン デ ス 考 古 学。著 書・編 著 に Reyes, Estrellas y Cerros en Chimor. 
(Editorial Horizonte)、 『ナスカ地上絵の新展開』（山形大学出版会）、『ラテンアメ
リカ』（朝倉書店）などがある。
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東京サテライト
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坂井正人 氏
（山形大学教授 人文社会科学部担当）

※本講演会は「卒業生等首都圏ネットワーク」の事業として実施するものです。なお、山形大学の卒業生等はどなたでも無料で参加することができます。


